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南海研センターのこの一年

鹿児島大学南方海域研究センターが主催した

文部省特定研究経費による第４回海外学術調査

が成功裡に終了した。本号にその詳細について

紹介されているのでこ、では割愛するが，調査

隊長を快諾して頂いた早坂祥三理学部教授を始

めとする多くの方々の御努力，御協力により，

多大の成果を収め得たことに心から感謝の意を

表する次第である。

昭和60年度は，南海研センターにとって充実

した年であったということができる。海外学術

調査の実施，シンポジウム。講演会・研究会・

公開講座の開催，南海研紀要・南方海域調査研

究報告・南海研だよりの発行などセンター職員

にとっても目のまわるような－年であったが，

それ以外の方々とくに学内兼務教官の積極的な

御協力がなければ到底なし得なかったことは明

らかである。初めての試みとして昨年８月に実

施した公開講座“南太平洋”は，予期せぬほど

の好評を頂き，開講日が平日だったにも拘らず

定員を上廻る受講者を迎えることができた。ヨ

ーロッパやアメリカなどと違って，私達に紹介

される機会が比較的少ない南太平洋地域にも，

一般の方々の強い関心があることが分り，この

地域を研究・調査の対象としている私達にとっ

ては極めて心強い限りであった。私達の研究成

果を通じて南太平洋各地を正しくしかも深く理

解してもらうため，新しい着想も加えて，この

講座を今後も継続して行きたいと考えている。

さて南方海域研究センターが７年の時限施設

として発足して約５年が経過した。全国には

100以上の時限つきの附属施設や研究部門など

がある。時限施設あるいは時限研究部門とは，

井上晃男（南海研センター長）

たとえば文部省学術国際局研究機関課（昭和５５

年３月）の、研究所等の客員部門，時限つき研

究施設及び共同研究のあり方について〃による

と，「一定期間に一応の成果をあげ，以降の研

究方向等を定めるため行われる先駆的研究や大

型設備を中心として集中的に行われる研究等の

必要に対.応して設けられるもの」とされている。

それぞれの施設，部門によって設置目的は多様

であり，また大部分の時限つき施設，部門では

卓越した業績を挙げているようであるが，いず

れにしろ存続期限が到来した組織は当然廃止さ

れることになる。時限つきの研究施設（部門）

の設置の趣旨は充分に理解できるが，７年とい

う期間はあまりにも短かく，スタッフが揃い，

仕事が漸く軌道に乗りだした頃にはすでに時限

が目前という感がする。ある程度まとまった成

果をあげるには最低10年間を必要とするものと

思われる。

このたよりの前号でも触れたように，現在南

海研センターでは，センター協議会委員を中心

に構成された「将来構想検討委員会」で時限到

来後の措置について検討中である。これまで私

達専任及び兼務教官が積み上げて来た調査研究

の実績の上に立った新施設を作りたいと考えて

いる。昭和53年に企図した，博士課程の大学院

をもつ部門制の研究施設「南方地域総合研究セ

ンター」構想の実現は無理としても，せめて一

歩前進した，より内容の充実した施設を作りた

いものである。理想と現実のはざまで思うよう

に作業が進まない面もあるが，おおかたの御支

持が得られるような案ができることを望むこと

切である。
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第Ⅱ期・第１次「オセアニア海域に

おける水陸総合学術調査」をおえて

南海研が昭和56年度から文部省特定研究経費

によって継続実施してきた，「オセアニア海域

における水陸総合学術調査」は，昭和58年度の

第３次調査をもって第’期を終了したが，この

たび，その第11期・第’次として，昭和60年度

の調査がミクロネシア連邦（ポナペ島およびト

ラック諸島）において実施された（次表参照)。

第１期

第１次（1981年度）フイジー

１２月１２日～１月23日（43日間）

第２次（1982年度）フイジー，ソロモン

１１月１０日～12月21日（42日間）

第３次（1983年度）パプア・ニューギニア

１０月27日～12月８日（43日間）

第11期

第１次（1985年度）ミクロネシア連邦

１０月30日～12月３日（35日間）

調査は，これまで同様，鹿児島大学水産学部

練習船かごしま丸によって行なわれ，期間は１０

月29日より１２月２日までの35日間であった。調

査隊員としては，学内から，南海研を初め医・

歯・農・水産・教育・理の各学部とかごしま丸

の教官・事務官・技官・大学院生が，また弘前

大学・宇都宮大学・京都大学・神戸大学・九

州大学・長崎大学・第一工業大学・民族学博物

館の教官が参加し，総勢40名であった。調査隊

は，隊員の専門分野に応じて次の五つの班（課

題）で構成された（カッコ内は所属隊員数)。

第１課題（９）ミクロネシアの土地利用と陸上

生態系の保全

第２課題（６）熱帯水域の物質生産と資源の有

効利用

第３課題（６）地域住民の遺伝と保健衛生

第４課題（７）ミクロネシアの社会及び生活構

造

第５課題（12）南太平洋の海洋構造とその変動

に関する研究

早坂祥三（調査隊・隊長）

今回の調査は，ミクロネシア連邦における初

めての調査で，現地の事情については不明な点

が多く，当初は種々の困難が予想されたが，南

海研の度重なる先方との連絡や，調査開始直前

に南海研が実施した現地予備調査（寺師慎一教

授担当）によって万全の準備が整えられた。ポ

ナペ島に本部をもつCommunityCollegeof

Micronesiaを初め，連邦政府，州政府所属の諸

機関との共同研究として，到着後ただちに各班

が行動を開始し，終始順調に，実り多い調査を

行なうことができた。洋上における観測や試料

採取も予定通り実施され，ポナペートラック間

の航海には上記大学の教官１人，学生５人が参

加し，六日間の共同作業，船上生活を通して，

たがいに親交を深めることができた。

外国での調査は，当該国の数多くの人々の好

意に支えられて初めて可能なものであるが，こ

の度の調査には，ナカヤマ大統領，ポナペ州・

トラック州知事といった方々の，文字通り国を

あげての協力を頂いた。そのような雰囲気の中

で隊員全員が参加して行なわれた船上レセプシ

ョンでは，たがいに打ちとけたおつきあいが随

所にくりひろげられ，今後両国間の交流に，は

かりしれない効果をもたらしてくれるものと思

われた。

今回の調査成果は，今年度内に「調査速報」

として印刷公表されるが，これまでの調査と同

様，これを契機に，今後ミクロネシア連邦に関

する息の長い研究が一つでも二つでも芽生えて

ゆき，それらの成果が，やがては同国の文化・

社会・産業・教育面での発展に寄与してゆくこ

とを，心から念願する次第である。

最後に，財政事情の厳しい折であるに拘らず

この度の総合調査を実現し得たのは，学長初め

関係諸氏の並々ならぬ御尽力のおかげであり，

こ、に隊員一同を代表して深く感謝申し上げ

る。
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調査隊事務局報告

ポナペ島，トラック諸島調査に至るまで

今度の調査隊では副隊長，事務局長，船医と，

３つ大任を受持つことになった。しかしすべて

に万全の配慮ある早坂隊長の下にあればその１

つの任務無いに等しい。また事務局長の方も南

海研センター教官には過去の調査でその経験者

もいて心丈夫であった。その反面．本年度は第

11期のｌ年次にも当り予算の獲得，調査地の選

定やその国政府の調査許可の取得まで全く零か

らはじまる不安の多い年であった。

ミクロネシアを調査対象地域とすることが委

員会で決定されたが，ミクロネシアのどの国が

調査実施にあたって最もその可能性が高いかに

ついての情報に乏しかった。そこでその諸国の

事情に詳しい群馬大学の高橋康昌教授，ミクロ

ネシア協会小林泉先生の意見を求めて井上セ

ンター長と上京したのがその月の末であった。

そしてその日，両氏により推薦いただいたのは，

すでに東京連絡所を開設し，お互いに交流のあ

るミクロネシア連邦（FSM）であった。さらに，

同連絡所を共におとずれＭｒ.』.RAGLMAR（Li

aisonOfficer）の紹介が得られた。彼は我々 の

申し入れに対して非常に好意的で，何らの支障

もなく調査可能であること，そのためのすべて

の労をいとわぬとの約束さえしてくれた。

この大きな手掛かりをもとにＦＳＭの１国に

焦点を合わせた準備がはじめられた。共同調査

・研究についての要望はＭｒ,RAGLMARを通し

て本国に通知してもらうこととなった。一方，

岩切教授（水産学部）から同国政府のＭｒ､Mike

GAwEL（Development＆Resouces)の紹介も

得られて文通による調査への協力を依頼した。

調査隊員募集とその最終決定は５月に終えた

が，特定研究経費は縮小の必要が生じて６月１１

日にその最終案を提出した。予算決定の内示は

７月６日に受けて，この調査計画もいよいよ本

格的なものとなった。その間，同連邦国外務省

からセンター宛てに研究調書についての質問や，

寺師慎一（調査隊・事務局長）

『かごしま丸』の入国申請言の送付を受けるな

ど我々の申し入れに対する反応があり順調なす

べりだしであった。

最終的な調査研究計画書は７月に完成しＭｒ・

RAGLMARもとへ届けると同時に，それに基く

本国側の共同研究体制を依頼した。しかし今回

は過去３回の調査と異なって農学，水産，地学，

社会・文化，医・歯学などの広範囲の研究者を

受入れる総合大学がなかった。それだけに共同

体制作りのための予備調査・打ち合せが是非必

要であると判断され，９月２２日～１０月８日まで

ミクロネシア連邦（ポナペおよびトラック州）

を訪ねることとなった。その出発前，Ｍｒ､GAwEL

からはこの調査に対し協力する旨の返事を，ま

た調査許可証が８月30日付で外務大臣Ｍｒ.Ｍ、

NAKAYAMAより発行されたむねの連絡を受け

た。そこで，今回の訪問はもっぱら各研究班に

ついての共同研究体制作りに専念出来ることに

なった。

予備調査・打ち合せは短い期間しかない訪問

であったが，ミクロネシア連邦大統領Ｍｒ.Ｔ・

NAKAYAMAをはじめ，ポナペ州のＭｒ・ＲＳ、

MosEs，トラック州のＭｒ.Ｇ､ＡＴＥＮの両知事の

全面的な支援が大きく，またCommunityCol-

legeofMicronesiaの学長Ｍｒ,CLCANTERIo

(ポナペ州）やトラック州のＭｒ.Ｒ､KILLIoNと

ＭｒＲ,MORIの協力も得られて全ては順調であ

った。

また，この共同調査・研究は鹿児島大学の多

数の方々の暖かい援助によって可能となったも

のである。さらに，これほどの大きな国際交流

の発端となったミクロネシア連邦の訪問を御支

援いただいた石神兼文学長をはじめ関係者の皆

様に深く感謝いたします。
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〔調査の概要〕

第１課題：ミクロネシアの土地利用と陸上生態系の保全

－土地利用の過去・現在・未来学一
林満（班長）

ポンペイ州・コロニア港への入港を前にして，

ブリッジの双眼鏡に映る島影は，私に南洋の楽

園を連想させるものであった。山は，中腹から

頂にかけて全く手つかずの原生林，裾にココヤ

シ林が広がり，裸地が全く目にはいらない。そ

して集落から立昇る煙は炊飯のものらしく弱々

しい。この島の営農の具体的なイメージが全く

わいてこない，おそらくここは働らかなくても

生活出来る楽園であろう。

入港と同時に，第１課題のメンバー９名は，

ＣＣＭ*のＭｒ.Ａ,ＢｏｗDENと船上で共同研究の

具体的な打合せにはいる。メンバーの構成は，

地球物理学２名，地質・古生物学２名，生態学

２名，農学３名の４グループで，南海研の特定

研究委員会の博識振りが良く示されたユニーク

なチーム編成である。１人対４グループの話し

合は，かなり難航するだろうと思いながら見守

っていると，彼の対応が非常にすばらしい，短

時間のうちに双方すべて了解。明朝７時30分行

動開始，それも２日がかりの登山である。目ざ

すは島の最高峰ナナラウト（772ｍ）で，そこに

はほとんど手つかずの自然植生と，世界的に貴

重なオトコヤシ，ゾウヤシの自生群落がある。

山頂近くのキャンプ地の岩屋は，島の誕生の年

代を推定する定方位測定用の岩石の採取に好適

であり，また，裾の低地は島で唯一のバナナな

どのプランテーション地域で，途中には原住民

の村落がいくつもあるという。これだけの好条

件が揃えば地球物理，生態及び農学の３グルー

プが参加しての共同戦線がはれる。当日，予定

の時刻に出発して，まず麓の村で案内人の青年

３名を雇い，登山を始めたのは真昼近くである。

海抜０ｍから始める登山とジャングルの草木を

切り開きながら進む登山の経験のない私は，最

初の１００ｍに２時間を要したのにまず驚いた。

そして日暮時，我々は目的地からや、遠い，約

700ｍの尾根上にいた。蛍光を発するキノコは

いかにも神秘的であり，雨水の重みで谷に落ち

る枯枝の大きな音には恐怖すらおぼえながら，

一睡も出来ない雨の夜を過ごした。夜明けを待

って，朝食をとり，雨と霧の中を岩屋を目ざし

て再出発した。そして全ての予定を終え，疲れ

はてて帰船したのは２日目の夕方であった。

７００，級の一個の山で，２日間の短期間に，

専門分野の大きく異なる全員が効果的な調査活

動を成し得たことは大きな収穫と喜びであった。

そしてその後も同一行動の中で研究をなしうる

自信を全員が持ったようである。トラック州に

おいても，毎日全員が一隻の船で島々に渡り，

地質・古生物学と農学が海岸から裾の低地，生

態学と地球物理学が高地といったように，海岸

から高地までそれぞれが縦に配置された感じで

調査活動を行った。

その間採集された岩石や土壌試料，植物標本

類や植物種子などは数百点におよび，これらを

携えて凱旋したのである。

基礎から応用に至るきわめて広い分野の９名

の研究者が同一チームに編入され，ほぼ同一行

程，共同行動の中で各自の活動をスムーズに成

し得た意義は誠に大きいと評価している。土地

利用を共通のテーマに，各人は分担者の認識を

持つことを要求され，それが実行された結果で

はなかろうか。私はそれぞれの分担課題を副題

のⅧ土地利用の過去，現在，未来学〃と捕えて

いたが如何なものであろうか。

＊ＣＣＭ：CommunityCollegeofMicronesiaの

略（出版小委員注)。
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〔調査の概要〕

第２課題：熱帯水域の物質生産と資源の有効利用

さんご礁の海と水産班一

本年度の調査隊の中で，水産班は４つのグル

ープに分れて行動した。漁法グループは米盛と

２人の留学生（宋・ヘンリー）からなり，かご

しま丸の全航程を通じて曳縄漁法調査を実施し

た。他の曳航物体との競合という不利な条件が

あったにしろ，擬餌に対する魚の反応がマリア

ナ列島通過中の１回だけというのは，前回（パ

プアニューギニア）の31回に比べていかにも寂

しい。ポナペ島では漁法班は漁船と漁師をやと

って曳縄と手釣を試みた。日本近海では想像も

できない程多くの烏付き群が通過するくせに曳

縄の収獲は皆無。海面に跳躍する魚影より１ｋｇ

程度のキハダ群と推定され，擬餌に対して魚体

が小さ過ぎると判断された。他に数隻の操業船

があったが漁獲の様子は全く日撃されなかった。

独特の深海一本釣漁法で中型マグロを釣るとい

う話には大いに興味を持ったがこれも駄目。聞

けば月に２回か３回だけ集中的に漁獲があると

いう。漁夫の傷だらけの指が，週間前の大漁を

物語っていた。このような不安定な漁況を改善

する手段としてパヤオ（浮魚礁の一種）を島の

周囲に展開するのは極めて有効と考えられる。

前述の烏付き魚群の移動速度が意外に速い点

からも，魚群をひきとめる何等かの対策が必要

であろう。パヤオ設置については現地政府から

協力要請があったが，日程の都合で実施できな

かったことを残念に思う。

珊瑚礁海域に特有のシガテラ毒を追求する南

海研の井上は，情報を得て現地協力者と共にポ

ナペ東南方２５０ｋｍにあるピンケラップ環礁に

飛んだ。大金をはたいて行ったこの海藻魚類調

査は貴重な成果をもたらすものと期待される。

榎本（神戸大理）鯵坂（京大農）は過去３回の

調査を共にした名コンビ。珍しい海藻を求めて

南大平洋狭しと潜りまくってきたが，今回もポ

米盛亨（班長）

ナペ全島の海岸はもとより，西側に離れたアン

ト環礁にも足を伸した。

大野（九大理）木原（鹿大農）の２人はウニ

毒の採集を当初の目標としたが，この種のウニ

の分布が薄いと判断するや陸上に標的を転じ，

毒草薬草の類を手当り次第に採集して持ち帰っ

た。

トラック島では水産班は州政府の調査船を有

利な条件で使用できた。日本より供与されたこ

の船はかなり大きいので，水産班は共同で利用

することにした。つまり，共通の目的地をきめ

て採集部隊を島に上げてから，その近辺で漁法

グループは魚の採集（釣り）を行った。往復の

航走中に曳縄釣りを行うのは言うまでもない。

この小航海にはかごしま丸乗組員有志も多数参

加して協力をいただいた。

トラック環礁は直径が７０ｋｍもありその中に

大小数十の島が点在し，大部分が無人島である。

環礁内部は広いだけでなく最深部はｌＯＯｍ近く

もあるので，魚も沢山入り込んでいる。

第２次大戦末期に日本の艦船が50隻も空襲で

沈められており，それらが魚礁の役目を果して

いるのかも知れない。戦後から現在まで爆薬に

よる密漁があとを断たず，魚が随分少なくなっ

たとの嘆きを聞くが，漁法グループはここで初

めて数十尾の漁獲があり魚体温分布に関するデ

ータを得た。

モエン港（トラック）に碇泊するかごしま丸

の周囲には無数のクラケが集まったが，大野，

木原グループはこれにも食指をのばしてバケツ

で10杯も採取した。また，榎本，鯵坂組が両島で

採集した試料の整理には５年もか、るとのこと

で，この貧欲とも云える研究態度には感服の外

はない。
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〔調査の概要〕

第３課題：地域住民の遺伝と保健衛生
－健康であることのありがたさ－

昭和60年度特定研究「オセアニア海域におけ

る水陸総合学術調査」・ミクロネシア連邦に参

加させていただいた第３課題・医学班の活動概

要について触れてみたい。調査隊員は６名で，

民族衛生学的立場からは弘前大の仁平将,三上

聖治先生，鹿大の波多野浩道先生が，また血清

疫学的立場からは鹿大の寺師慎一，貴島宗蔵先

生と小生が参加させてもらった。小生のような

未熟者に班長の大役が果せるわけはなく，今で

も見当違いのことと信じて疑わない。優秀で経

験豊かな寺師先生と仁平先生にはとくにお世話

になり助けてもらった次第である。

医学班はかごしま丸の学生室11号に閉じ込め

られた。意図的であったとも聞いたが，とにか

く日〈つきの部屋であったようである。どのよ

うな環境にも順応を示す我々にあっては楽しい

集いの場となった。悪天候をついての出航（こ

れも意図的に思えた？）によって，３種類の病

的状態が観察された。ベッドから離れることの

できない起立不能症候群，船の揺れがゆりかご

のように感じる母体内胎児様症候群およびこれ

らの中間型である。しかしながら，ポナペ島の

ソカーズロックやトラック諸島のリーフが見え

る頃には全て正常に復したようであった。単位

を落しそうになった洋上大学は何とか選択課目

で取りもどせた。

ポナペ島での医学班活動の中心はポナペ病院

となった。Ｄｒ,ItorAHARRIs（病院長)，Ｄｒ・

CiroBARBosAおよび病院スタッフの友好的な

協力のもとに，健康成人を対象とした身体計測，

採尿，採血，血圧測定などが実施された。住民

の方々は我々の突然の訪問に驚いたことであろ

うし，採血など苦痛を味わったことであろう。

松元正（班長）

しかしながら，終始笑顔で応対して下さったこ

とに心から感謝する次第であった。最終調査の

４日目はＣＣＭ*の協力が得られ，総計約１５０名

のサンプリングが可能であった。ナンマドール

遺跡やソカーズロックに思いを残してポナペ島

に別れを告げた。

トラック諸島ではモエン島にあるトラック病

院内での活動となった。Ｄｒ・GerhartATEN（病

院長)，Ｄｒ､NgasKANsouおよび病院スタッ

フの友好的な協力が得られた。調査日程は２日

間に限られたが，約60名のサンプリングが可能

であった。高血圧症クリニックが開かれている

こともあって，とくに三上先生の最新機器を用

いた血圧測定は重宝がられているようであった。

波多野先生はポナペ島とトラック諸島いずれも

アンケート調査のため寸暇を惜しんで走り回っ

ていた。調査終了後，医学班は社会文化班に同

行し，トラック諸島の島々を巡る機会を得た。

ボートで走る海やヤシの林で被われる島々の中

に太平洋戦争の傷跡をみることができた。言葉

でいいあらわすことは難しいが，そこに暮らす

住民の豊かな人情味を膚で感じることもできた。

今回の調査でどのような成績が得られるかに

ついてはまだわからない。これらの成績がミク

ロネシア連邦住民の健康を考える上に充分役立

つものであってほしいと願うところである。ま

た，調査活動を行なうにあたって調査隊員の健

康状態は非常に重要であることをこれ程身にし

みて感じたことはなかったように思う。

＊ＣＣＭ：CommunityCollegeofMicronesia

の略（出版小委員注)。
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〔調査の概要〕

第４課題：ミクロネシアの社会及び生活構造

社会・文化班は，研究者５名と大学院生２名

から成り，「ミクロネシアの社会及び生活構造」

をテーマに，ポナペおよび､トラック州を中心に

言語・宗教・教育・産業を軸として，巾広〈調

査を展開しました。

崎山理（おさむ）隊員（国立民族学博物館助

教授・言語学）は，ポナペ島では，ポナペ語の

ほか離島の言語モキル語，ピンケラップ語，ヌ

クオロ語；コサイエ島では，コサイエ語；トラ

ック島では，離島ルクノール島の言語について，

主として民族語章（い）＝魚，植物名，カヌー

部位名など＝がどのように発音されるか聴きと

り録音しました。これら民族語棄の同定は今回

が始めてであり，これを比較することによって，

それぞれの言語の系統的文化圏の設定が可能か

も知れません。ヌクオロ語の調査では戦前染木

照（あつし）が面接した同じインホーマントに

つけ感激的でした。

寺田勇文隊員（鹿大南海研助教授・宗教人類

学）は，キリスト教と土着宗教の相互関係を中

心とした宗教変容を知るために，特にポナペ社

会を中心に調査しました。ポナペ社会では，住

民の半数がプロテスタントで，のこりがカトリ

ックです。一方，首長ナンマルキを頂点とする

厳密な位階に支えられた伝統的首長制が，社会

秩序を維持する上で重要な役割を果しています。

このような位階の観念がキリスト教会の内部に

導入されていて，それが教会の特色となってい

ます。１０年前よりポナペの地域開発に献身して

いる荒川義治牧師夫妻との出会いが印象的でし

た。

石田尾博夫隊員（第一工業大助教授・社会学）

は就学前の幼児教育の実態に焦点をあてました。

ここにはアメリカ連邦政府の社会開発計画の一

環として，５年前に始まったファミリー・ヘッ

ド・スタート・プログラムがありました。これ

は低所得家庭の就学前児童を主対象に，家族ぐ

るみの保健および幼児教育を目的とし，多くの

松田恵明（班長）

児童・家庭が参加しています。病院および小学

校と直結したこのプログラムは，両州全域を対

象とし，就学前幼児の健康チェックと就学準備

という社会開発の基本的部分で一定の役割を果

しています。

田島康弘隊員（鹿大教育学部教授・人文地理

学）は，経済自立の柱と考えられる観光産業の

可能性を検討するために，ホテルを対象とする

調査票にもとずく聞きとりのほか，レストラン，

土産品店等関連産業や関係官庁データなどを収

録しました。ツーリストよりトラベラー（少人

数旅行）をという堅実な発展を望む声とともに，

グアム方式（パック旅行）を望む声もありまし

た。産業投資部分の拡大のためには，この国の

社会構造のより一層の検討が必要と思われます。

松田恵明隊員（鹿大水産学部助教授・国際海

洋政策学）他同大学院生野間卓志，石井寿和隊

員は独立をめざすミクロネシア連邦の経済自立

計画の中核となっている水産開発計画を評価す

るために，水産業の歴史，漁場利用の動向およ

び水産開発計画について調査しました。戦前最

盛期の1937年には，両州で16,508トンのカツオ

を漁獲し，南興水産や浜一商事等の水産加工場

が活況を呈していたと思われるかつての水産現

場は，ヤシの木におおわれ，まさに「つわもの

どもが夢の跡」でしかありませんでした。最近，

アメリカとの自由連合という形で仮独立したば

かりのミクロネシア連邦では，これまでアメリ

カの統治下で行われて来た，ラグーン内の漁業

は自由という原則が，伝統的漁業権の復権思惑

で大混乱しています。この傾向はトラック州で

特に強くみられます。さらに，最近は日本の援

助で冷蔵庫建設などが両州でも進んでいますが，

｢輸出産業の振興」というミクロネシア連邦政

府の期待と，「内需拡大が先決」とする日本政

府の対応との間に大きなギャップがみられます。

このように，ミクロネシアには，私達の学問

的興味をかきたてる素材が沢山あります。
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はだで知り得た南海と浮かぶ島々

南洋の泥にまみれて

松川進（第１課題）

土壌の真比重3.1，これが大きな収穫でした。

土壌の単位容積当りの重量表示には幾つかあり，

土壌粒子自体の重さを表わす真比重，土壌水分

を除いた構造体としての乾燥密度や仮比重，水

分を含めた湿潤密度等がこれに相当します。日

本に広く分布する火山灰土の粘土鉱物であるア

ロフェン，モンモリロナイト，カオリナイト等

の真比重は２．７程度で，これ等の値に慣れた私

には異常な値でした。測定に誤りがあるのでは

と一瞬疑いました。

ポナペやトラック諸島は玄武岩が未風化の状

態で，転石や磯を混えた複雑な土層を呈してお

り，亜成帯や間帯土壌に相当するようです。当

初は単純に，熱帯特有の鉄とかアルミニウムの

酸化物が残留集積したラテライト（ラトソルと

かフェラルソルと現在は呼称）の採取を期待し

てはいたのですが。

宇大農学部教授会で岸本先生（58年度調査参

加）が海外出張は飛行機ならば現在は何時でも

可能だが，船を利用する事は稀で，急ぎ旅の飛

行機では味わえない何かを船旅は与えてくれる

と力説勧誘され，南海研の調査に参加するだけ

でも意義があるからとのことで，応募したのが

約一年前になります。

同室のＨ先生日〈「日当から酒代を引くと殆

ど残らない大変な野郎が宇大から二人来た」と，

乗船当初は酒倉と笑われました。これも陸の上

での体調のつもりで計算した酒量でしたが，出

航後３，４日はやはり普段と調子が違い酒を飲

む気にもなれません。スタピライザー等ローリ

ング防止装置により揺れは少なくなったそうで

すが，やはり船酔いした様子です。おかげでよ

くベッドに横になり，Ｋ先生には「ベッドで眠

っているか，起きている時はビールを飲んでいる

かのどちらかだ」と言われる位でした。

ポナペ島では標高700ｍ付近まで植生分布調

査の先生方と登山しましたが，野宿する羽目に

なり，スコール降る夜一睡もせず過す経験もさ

せていただき，調査目的追究に専念される先生

方の姿に畏敬の念を抱きました。また一方，３０

度の傾斜地で雨降る中いびきをかいて眠った我

がｏ先生にも敬服するものでした。

調査隊の中で一番汚ない格好をしていたのが

私共で，土壌採取中のスコールはやっかいで，

全身びしょ濡れ，採土孔には水が湛水，水をか

い出すのに一苦労。因果な商売だと，他の隊員

の方を見ながら羨むことしばしばでした。船の

中汚れた靴で歩いたことをお詫びします。

開発援助の名による近代化が果して住民に一

番ふさわしいのか，悠久に生きる従来の生活様

式と自然環境を保持するのが重要か，という古

くて新しいテーマを改めて考える契機を与えら

れたようです。

オセアニア海域の学術調査に

初めて参加して

八田明夫（第１課題）

私は有孔虫という原生動物の化石を研究して

いる。化石から得られる情報を考察するために

は現生種の知見を多く必要とする。所が生物学

分野では有孔虫などはマイナーな分野らしく研

究例があまりない。結局，化石を研究する人が

この方面も手がけることが多くなっている。今

回の調査ではポナペ島はほとんど火成岩から成

っているので，島周辺の現生有孔虫を採集する

ことにした。トラック諸島では若干の有孔虫化

石の報告例があるので，その採集とポナペ同様，

島周辺の現生種の採集を目的とした。現地に着

くまで，どの様な条件で採集できるかわからな



かつたが，センターの先生方の事前の準備とミ

クロネシア連邦の方々の友‘情あふれる協力でス

ムーズに採集ができた。このことに深く感謝申

し上げる。

ポナペ島では，海藻研究のグループに入れて

頂き，連邦で唯一の大学CommunityCollegeof

Micronesia（CCM)の海洋生物科の先生方の協

力で採集を行なった。ポナペ島の壁礁（Barrier

reef）内及びアント環礁（Antatoll：ポナペの

州都コロニアから南西約40ｋｍ）内の有孔虫を

採集できた。

毎朝八時半か九時に鹿児島丸の近くで待ち合

せをする。ＣＣＭのスペンシンさんかオースチ

ンさんがやって来る。ボートまでトラックで行

く。ボートは全速力で目的の海域へ突っ走る。

途中スコールに襲われて海に入る前からビショ

濡れになることもあった。有孔虫を採集するド

レッジャーが海底のサンゴに引っ掛からないよ

う特製の箱めがねで見ながらの採集である。南

海のサンゴ礁の美しさは称えようがない。これ

を見ただけで今までの苦痛（船酔い）が忘れら

れる。アント環礁には石サンゴの中にシャコ貝

が沢山いた。外とう膜の色がすごい。紫，青，

ピンク，知らなかった／採れたてのシャコの貝

柱を試食した。味はあおやぎの貝柱に似た甘味

のある素晴らしいものであった。新鮮なものは

とにかく美味しい。アント環礁に小さな飛行場

とホテルを造って観光客を呼ぼうという日本人

がいるとポナペの人が話していた。今この環礁

にはココヤシの実を採って生活している人が数

人いるだけで無人島に近い。コロニアから約１

時間半，全速力で走ってやっと着く。途中は外

洋なので波も高い。現在の条件なら，環礁内は

自然そのままだ。ポナペの人もこのままにして

おきたいと言った。私もそう思った。

トラック諸島では，エオット島という小島で

凝灰岩質のかなり変質した石灰質喫岩を採集し

た。が，化石は期待できそうになかった。トラ

ック諸島の各島の周辺で採集した現生種の試料

に期待したい。トラック諸島では陸上を歩くこ

とが多かった。島の子ども達は我々日本人を珍

しがった。我々が岩石を採集するために山の中

を歩くとぞろぞろ付いて来た。小学６年の子が
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自分は科学者になりたいと言って岩石の入った

リュックを担いで歩いてくれた。島の子どもが

ヤシの木に登り，実を取って御馳走してくれた。

乾いたのどには最高の御馳走だった。

楽しかったことばかり書いたが，私の場合船

酔いについて述べねば正直ではない。何人かの

人が，酷い船酔いに悩まされた。最も酷かった

人を３人に絞っても，その中に含まれる自信が

ある。ダーウィンはビーグル号航海記，下巻P、

１９７（岩波文庫）に若い人に世界を航海して探

検することを勧めたあとで次の様に書いている。

｢船酔いにひどく悩む人は，それを重くみた方

がよい。私は経験によっていうが，それは１週

間で直せるさ細な災厄ではないQ」まさにその通

りなのである。しかし，のど元過ぎれば熱さ忘

れるの如く，機会があったらまた参加したいと

思っている今日このごろである。

ミクロネシア調査行の思い出

波多野浩道（第３課題）

今回のミクロネシア行は，私にとっては実質

的に初めての海外調査であった。出港して４日

目には，早く帰りたくて仕方がなかった。船酔

だった。船酔番付けは大関といったところか。

最初の寄港地ポナペに着くと，カウンターパー

トとの打ち合わせがあった。現地司会者が最初

にＣＣＭ(CommunityCollegeofMicronesia）

の学長を紹介しようとした。おそらくミクロネ

シア最高の学識経験者であろうその人は誰かと

皆が注目したが，それらしい人はいなかった。

隅で塩の吹きでた野球帽をかぶり，Ｔシャツ，

短パンにサンダル履きの人が学長だった。服装

はいつでも，どこでも，誰でも．いたってラフ

であった。

服装といえば，女性のシュミイズの下部にレ

ースの刺繍を縫いつけるのが流行しているのか，

多くの店で売っていた。原色が好まれるようで

あった。実は，テーブルクロスと間違えて，買

ってしまった。女性は総じて太めであった。

ポナペからトラックへの航海には，ＣＣＭの

スタッフ１名と学生５名がかごしま丸に乗船し，

洋上大学や海洋観測に参加した。お別れパーテ
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ィの席で学生全員が『蛍の光』を日本語で歌っ

てくれることになった。皆，感激した。しかし

歌い始めると大笑いになった。彼等にかかると

蛍の光はまるで阿波踊りで，楽しい歌になるの

だった。

第二の寄港地トラックでの日曜日には，日本

対ミクロネシアのソフトボール試合を行った。

結果はサヨナラ負けだった。調査の疲れが出た

と思われる。

現地での調査活動は主に班単位であった。私

は医学班であったが，他の班の活動も見聞きす

る機会があった。活動を終え船に戻ると，食堂

や居室で，その日の事を話しあうのだった。時

には，冗談からハプニングもあった。ポナペの

ナンマドール遺跡観光の際，前日行った一行か

らレストランもあるが，ネクタイが必要だと聞

かされた隊員が，まんまと編された。編された

二隊員はともに社会班であったのは偶然か。

かごしま丸での私の居室は，一番の大部屋Ｎｏ．

１１Cadetであった。溜り場だったので，引っ込

み思案（？）の私にとって，大勢の隊員から話

しを聞くのに幸した。ライフスタイルそのもの

に学問がにじみでている人，何でもまず分類し

てみる人等々，個性的な研究者ばかりであった。

なかでも専門を異にする先生方の発想や研究姿

勢が勉強になった。

帰国後，早二ヶ月近くたった。参加動機は研

究上のそれにあったが，今となってはむしろ様

々な人々と出会えたことにあったといえそうだ。

ミクロネシアの人々との国際交流，学内・学外

の隊員との研究・生活を通じた学際的交流，さ

らにはかごしま丸乗船員の方々との親交が，私

にとってミクロネシア行最大の収獲であった。

出港四日目にして，帰りたがったにもかかわら

ず，今では次を楽しみにしている始末である。

トラックでのカツオ１本釣り

漁船乗船記

石井寿和（第４課題）

１１月25日の午前６時，まだ太陽の昇り切って

いないモエンの港を後に，松田助教授，ヘンリ

ー（鹿大大学院のパプア・ニューギニア留学生）

と私はトラック人によるカツオ１本釣り日帰り

漁船に乗船する機会を持つことができた。この

船は，１９トン型カツオ１本釣り漁船（Garanup）

で日本からの賠償船でありＪＩＣＡの近藤氏の指

導の下，船長，漁船員，２０名すべてトラック人

による操業である。

まず，船外機付きの小型ボートを曳網しなが

ら40分でEdt島とUdot島の間にある生き餌の

漁場に直行する。その間に，甲板の上では３匹

のカツオをつぶして生き餌の餌造りをし，それが

終わると朝食をとる。朝食といってもビスケット

ぐらいの大きさのカンパンを２枚だけである。

餌を獲る漁場に着くと，小型ボートに１２名が乗

り込み，本船から離れ，酸素ボンベを背負った

４人が網を海底に設置し網の上に餌を置く。他

の人はそれぞれボートの上や素潜りで作業をす

る。いわゆる敷網と呼ばれる漁法である。テキ

パキとした作業で１度の餌獲りが約30分で終り，

バケツに５，６杯の体長９ｃｍぐらいのアカム

ロが獲れ，この作業が５，６回繰り返された。

そして，餌獲りを終えると本船とボートは離

れ，いよいよ，沖合のカツオを追いかけるため

ノースパスからリーフの外に出る。リーフから

およそ５ｋｍ離れリーフに沿って南下し，海面

の上空を乱舞するカツオ烏をさがす。夕方４時

頃，ようやくカツオ烏を見つけ船内はあわただ

しくなる。カツオ烏の方向へ全速力で近づく。

船首と船尾の釣り台に８名ずつ分かれ，釣り子

は竿を持ちスタンバイする。生き餌をまく２名

が，豪快に餌を上空に向かってばらまきカツオ

を船に引き寄せようとする。さらに散水ポンプ

から放水。餌付けが悪く１匹も釣れない。再び

左舷前方に見えるカツオ烏めがけて突進する。

しかし，結局この日は，途中の曳網によるシイ

ラ１匹であった。機動'性に優る船外機付きの小

型ボート（曳網漁法）との競合，漁労技術，操

業時間帯，生き餌の問題など，多くの問題を内

にかかえている。

この船によって漁獲されたカツオの一部は漁

業協同組合へ，その他はグアムヘ空輸され，船

員の給料は１日１人５ドルである。早朝の生き

餌獲りから始まり，サウスパスからリーフ内に

入り，モエンの港に着いたのは午後７時30分，
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海の男達の１日の終りである。

トラック人自身による商業的漁業の試みなど，

今度の調査に参加させていただき他にも多くの

貴重な体験を持つことができたことは，今後の

私に多くの影響を与えずにはいられない

昭和60年度特定研究「オセアニア海域における水陸総合学術調査」

（ポナペ島およびトラック諸島）

研究代表者

隊長

副隊長

隊長

班長

隊員

隊員

事務局

隊員

隊員

隊員

隊員

班長

研究代表者

隊員

隊員

隊員

隊員

班長

副隊長・事務
局長・舟合医

隊 員

調査隊名簿

井上晃男 鹿児島大学南方海域研究センター長・教授・海洋生態学

早坂祥三 鹿児島大学理学部・教授・地質及び古生物学

寺師慎 鹿児島大学南方海域研究センター・教授・病理学

第１課題・ミクロネシアの土地利用と陸上生態系の保全

早坂祥三 鹿児島大学理学部・教授・地質及び古生物学

林 満 鹿児島大学農学部・助教授・熱帯作物学

安川克己 神戸大学理学部・教授・地球物理学

伊藤秀三 長崎大学教養部・教授・生態学

中野和敬 鹿児島大学南方海域研究センター・教授・生態学

大場信 宇都宮大学農学部・助教授・農業水利学

八田明夫 鹿児島大学教育学部・講師・地質及び古生物学

松川進 宇都宮大学農学部・助手・農業造成学

井口博夫 神戸大学理学部・教務職員・地球物理学

第２課題・熱帯水域の物質生産と資源の有効利用

米盛亨 鹿児島大学水産学部・教授・漁法学

井上晃男 鹿児島大学南方海域研究センター長・教授・海洋生態学

大野素徳 九州大学理学部・助教授・酵素化学

榎本幸人 神戸大学理学部附属臨海実験所・助教授・藻類学

木原大 鹿児島大学医学部・講師・生理学

鯵坂哲朗 京都大学農学部・助手・水産資源学

第３課題・地域住民の遺伝と保健衛生

松 九〕 正 鹿児島大学医学部・助手・腫傷学

寺師 |真 鹿児島大学南方海域研究センター・教授・病理学

仁平将 弘前大学医学部・講師・衛生学

(次頁につづく）
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隊 員 波多野浩道

隊員 三上聖治

隊員 貴島宗蔵

鹿児島大学歯学部・助手・予防歯科学

弘前大学医学部・助手・衛生学

鹿児島大学南方海域研究センター・教務補佐員

第４課題・ミクロネシアの社会及び生活構造

班 長 松田恵明 鹿児島大学水産学部・助教授・国際海洋政策学

隊 員 田島康弘 鹿児島大学教育学部・教授・人文地理学

隊 員 崎山理 国立民族学博物館・助教授・言語学

隊 員 石田尾博夫 第一工業大学教養部・助教授・社会学

事務局 寺田勇文 鹿児島大学南方海域研究センター・助教授・宗教人類学

隊 員 野間卓志 鹿児島大学南方海域研究センター・教務補佐員

隊 員 石井寿和 鹿児島大学南方海域研究センター・教務補佐員

第５課題・南太平洋の海洋構造とその変動に関する研究

班 長 東川勢 鹿児島大学水産学部練習船かごしま丸船長・助教授

隊 員 西徹 鹿児島大学水産学部練習船かごしま丸一等航海士・講師

隊 員 有馬純宏 鹿児島大学水産学部練習船かごしま丸次席一等航海士・助手

隊 員 益満侃 鹿児島大学水産学部練習船かごしま丸二等航海士・助手

隊 員 内山正樹 鹿児島大学水産学部練習船かごしま丸三等航海士・助手

隊 員 山口照男 鹿児島大学水産学部練習船かごしま丸機関長・助教授

隊 員 堀脇秋男 鹿児島大学水産学部練習船かごしま丸一等機関士・技官

隊 員 田中久雄 鹿児島大学水産学部練習船かごしま丸二等機関士・技官

隊 員 吉満幸雄 鹿児島大学水産学部練習船かごしま丸通信長・技官

隊 員 帖地純隆 鹿児島大学水産学部練習船かごしま丸通信士・技官

隊 員 日高正康 鹿児島大学水産学部練習船かごしま丸事務長・事務官

隊 員 島里錠次 鹿児島大学水産学部練習船かごしま丸・事務官

事 務

事務局 有村正男 鹿児島大学南方海域研究センター事務室主任・事務官

その他（調査隊随行員）

NagaletaHenryLekisi 鹿児島大学大学院水産学研究科･漁法学(パプア・ニューギニア）

宋文布（ソン・ウェンジ エ ）鹿児島大学大学院水産学研究科・漁法学（中華人民共和国）

浜田俊 郎 南日本新聞社文化部記者



◎は委員長

南方海域研究センター昭和61年度

特定研究委員会名簿

南海研だよりＮｏ１５０３）

◎

(敬称略）

なお，

研究報告会のご案内

昭和60年度特定研究「オセアニア海域における水陸総合学術調査」（ミクロネシア連

邦）の研究報告会を下記の通り開催します。多数の皆様のご出席をお待ちしております。

記

時．1986年３月20日（木），午後１時より

場・鹿児島大学理学部１号館２階201号教室

（南海研センター隣）

研究報告会終了後には，懇親会を予定しております。

日
会

委員名 学部等 構内電話番号

片山 ノ忠夫 農学部 ５４８０

田尻英三 教育学部 ３７２３

茶目正明 水産学部 水産３００

早坂祥三 理学部 ４３１０

平田八郎 水産学部 水産５３０

柳橋次雄 医学部 宇宿２１０９

井上晃男 南海研 ２０５３

中野ﾛ敬 〃 ２０５４

寺師慎 〃 ２０５６

寺田勇文 〃 ２０５７

林 満 農学部 ５１０７

松田恵明 水産学部 水産３６２

米盛亨 水産学部 水産３３０

松 九］ 正 医学部 宇宿２２０３

東川勢 水産学部 水産３８０

石村満宏 法文学部 ３１０５
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南海研センター第１回公開講座

<南太平洋＞をおえて

●南海研センターでは，昭和60年度から一般市

民を対象とした公開講座を実施することになっ

た。東南アジアや南太平洋諸国に対する知的関

心を深めるとともに，センターがおこなってい

る南方海域地域での総合学術調査の成果をわか

りやすく公開することを目的にしている。第１

回の公開講座は「南太平洋」を総合テーマとし

て，夏期休暇中の1985年８月７日～９日の３日

間にわたり開かれ，南太平洋とその周辺地域と

しての東南アジアに重点をおきつつ，珊瑚礁の

生態から農耕文化，熱帯病，そして言語や人び

とのくらしぶりにいたるまで，１日３回計９回

の講義がおこなわれた。

●公開講座の計画・運営には，センター研究小

委員会とセンター教官があたり，６月中旬まで

にポスターと募集要項を学内外の関係機関・個

人に配布。受講生の定員は，当初はセンターの

共同研究室の収容力を考えて20名としたが，７

月末の締切時には応募者が40名をこえた。いそ

いで会場をセンター隣の理学部１号館201号講

義室に変更するとともに，希望者全員を受講生

として受けいれた。４０名が受講生として登録さ

れたが，その年令層・職業は別表のとおりであ

り，１０代の高校生から60代の実年層まで，実に

多様な構成となった。

●講義は，およそ１時間の講義・スライドを利

用しての説明ののちに，質疑応答の時間をもう

テーマと講師

けてあったので，わりと自由な雰囲気のなかで

受講生と交流できたようであった。会場は，理

学部のご好意により，冷房設備の完備した中規

模の講義室を使用できたため，真夏の午後でも

どうやら暑さと降灰からは逃れることができた。

しかし，会場内の音響条件など，来年度以降に

改善すべき点もあった。

●受講生総数40名に対して，各講義の平均出席

者数は30数名にたっした。受講生のなかには勤

務先に休暇届けをだして出席された方がたも少

なくなかっただけに，その熱意には頭がさがる

思いであった。３日目の最終講義の後には修了

式がおこなわれ，センター長から受講生に修了

証書が交付された。その後は会場をセンターの

共同研究室に移して，講師と受講生を中心とし

て懇親会が持たれた。

●今回の公開講座はセンターとしては，何分は

じめての企画だけに，いろいろと反省すべき点

もすぐなくない。受講生に簡単なアンケートに

協力してもらったので，受講生の声（解答者１６

名）を紙面のゆるす限り，紹介したい。

〈テーマ・内容・講義方法など＞

「文系のテーマがすぐない。歴史・文学・芸術

なども開講してほしい」「他方面にわたって興

味深い話をきけた」「スライドの多い講義が昼

食後にあると，ねむかった」「もっと質問の時

間がほしかった」「横文字の参考書を提示され

年令層 受講生の職業

-ア－‐マ 講師（所属） 年令層 男 女 計 職業 男 女 計

１ 南太平洋の珊瑚礁 井上晃男（南） 10代 ２ ０ ２ 高校生 １ ０ １

２ 南太平洋の海の道 新田栄治（養） 20代 ８ ６ 1４ 学生（院生含む） ３ １ ４

３ 南太平洋縁辺の地下資源 根建心具（養） 30代 １ ３ ４ 公務員 ９ ０ ９

４ 南太平洋の言語 田尻英三（教） 40代 ７ ７ 1４ 教員 １ ２ ３

５ 南太平洋の森と畑 中野和敬（南） 50代 １ ２ ３ 看護助手 ０ １ １

６ 南太平洋の熱帯病 尾辻義人（医） 60代 ２ １ ３ 主婦 ８ ８

７ 南太平洋の魚と人びと 平田八郎（水） 計 2１ １９ 4０ アルバイター １ ４ ５

８ 南太平洋の農耕文化 片山忠夫（農） その他の職業 ３ ０ ３

９ 南太平洋の社会と生活 岩切成郎（水） 職 ３ ３ ６

(敬称略） 計 2１ 1９ 4０



ても困る｣ ｢大変わかりやすい講義であった｣

｢南太平洋というテーマがとても魅力的だった｣

｢自然科学の分野から人文科学-の提言がほし

かった｡新しいものや珍しいものを発見し理論

化することから一歩すすめて,南方民族のあり

さまにふれてはしかった｡講師の熱心で学究的

な態度に好感がもてた｣ ｢い′ろいろな角度から

見た南太平洋の話だったので･.毎時間が新鮮だ

った｣

く時期･期間･講義数･会場など〉

これについては,現状のままが適当という解答

が多かった｡その他に｢会場の音響条件が悪く,

ききとりにくかった｣ ｢講師の声がちいさくて

困った｣ ｢コーヒーなどのサービスがあってよ

がった｣ ｢この時期に3日間休めるのは,教員･

主婦そして学生ぐらいではないか｡ 2週間に1

回とか,日曜に開講してはどうか｣ ｢1週間く

らいつづけてほしい｡昼食時間をもっと長く｣

｢2日間で8講座がよいのでは｣など

く今回もっとも関心を持ったテーマは〉

｢言語-とくに東南アジアにおける英語の勢力

拡張に関心があるから｣ ｢熱帯病-身近かにフ

ィラリアやマラリアにかかった人を見ていたの

で｣ ｢農耕文化,社会と生活など一有用植物の

遺伝子資源保全に関心を持っているので｣ ｢瑚

瑚樵,魚と人びと-エメラルド･グリーンの海

と珊瑚礁へのあこがれから｣ ｢地下資源｣ ｢森と

畑一講義をきいて熱帯の森林が確実になくなり

つつあることを知り,考えさせられた｣ ｢海の

道一物の伝播に興味があるので｣

く今後どのような公開講座･テーマを望むか〉

｢アセアン諸国について知りたい｡歴史･文学･

言語･音楽･映画など｣ ｢南太平洋の葬祭,氏

一里墜十一･一
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間信仰など｣ ｢政治の動き,とくに核の問題｣

｢南方の宗教｣ ｢食生活,歴史｣ ｢南太平洋の民

俗一衣食住のすべてを含む｣ ｢芸術や民俗文化

について｣ ｢現地調査の方法や,調査船で現地

に行くまでの過程を｣ ｢次回は内容をやや絞っ

たもの,たとえば農業関係であればタロイモの

作り方と料理の方法など｣ ｢クジラとイルカな

どの海洋生物について｣ ｢南太平洋の風俗習慣

など芝,私たちの生活との類似･相違の観点か

ら｣ ｢南島の民芸品,音楽,住居,伝説,価値

観など｣ ｢台湾について｣

くその他〉

｢心楽しく聞くことができ,ストレス解消にも

なった｡いい企画である｡もっと多くの人たち

にきいてほしい｣ ｢ビデオなどを活用して,坐

活状況などの講義をしてはいかが｣ ｢ともかく

も楽しい3日間であった｡ただもうちょっとゆ

っくり昼食をとりたかったのですか｡ 3日間休

みがとれて本当にラッキーでした｡最高の夏で

す｡ 1日目と2日目には灰まみれ, 3日目は行

きも帰りもびしょぬれ･･-･-いやサイコ-でし

た｡講座にはいろいろな方がみえていて,それ

だけでも楽しさがありましたJ

●次回は,今回の経験をもとにより充実した公

開講座となるよう努力したいと思う｡最後に,

この紙面をおかりして,講師の先生がた,林満

委員長をはじめ研究小委員会の方がな　受講生

募集に際し多方面に連絡をとってくださった学

内外の皆様,会場を心よく提供してくださった

理学部,本部およびセンターの事務部の方がな

会場案内板を用意してくださった美術部の学生

の皆さん他に,感謝申しあげます｡そして夏の

日に通いつめてくださった受講生の皆さんに感

謝します｡

(寺田勇文記)
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〔第４１回研究会発表要旨〕

東南アジアおよび大陸との関連からみた日本の

新生代脊椎動物化石相について

日本列島は動物地理学的には，北方系の動物

相からなる旧北区と熱帯系の動物相からなる東

洋区の両区にまたがり，両動物相の境界は琉球

列島の種子島・屋久島と奄美大島との間に存在

するといわれている。従って，日本列島，とり

わけ南九州を含む琉球列島は動物地理学上，興

味深い地域の１つであるといえよう。アジア大

陸の北東縁に位置する日本列島は地質時代の新

生代第三紀末期から第四紀末期にかけては，氷

期の海水準降下によって，水深の浅いところが

次第に陸化して陸橋を形成し，また現在の大陸

棚は低陸地を形成した。その結果，これらの新

しく出現した陸地を通じて，大陸や東南アジア

の陸棲動物群が何回か日本列島へ移動した。現

在の日本列島に生息する動物相は過去の氷期の

陸地形成期の渡来者の遣存種であるといえる。

約200万年の長さを有する第四紀全体につい

てみると，それぞれの各低海水準期に大陸およ

び東南アジアから独得の動物群が渡来したが，

それらは現在，化石動物群として認められる。

例えば，第四紀前期（約200万年前）の明石一

口之津動物群は中国北部の温帯森林‘性ないし草

原性の動物群やさらにインド・東南アジアの熱

帯ないし亜熱帯に知られる化石動物群に関連が

ある。中期のトウヨウゾウ動物群（約50万～７０

万年前）は中国北部の周口店動物群や南部の大

熊猫（大パンダ）－東洋象動物群の日本列島

への延長であると見倣されている。第四紀末期

一つまりウルム氷期（約３万～１万年前）最

盛期の動物群は，いわゆるマンモス動物群は北

海道で産出するマンモスや本州のオオヅノジカ

やヘラジカによって代表され，主として日本列

島の北部に知られている。この動物群は日本列

島の現生動物群の主構成要素で，ライチョウ，

ナキウサギなどがこれにあたる。ニホンザルや

カモシカなどは中期のトウョウゾウ動物群の中

の遺存種である。また古い動物群ほど，その遺

大塚裕之（理）

存種が現生動物群に残存している割合は少ない。

一方，奄美大島以南の琉球列島にはイリオモ

テヤマネコやアマミノクロウサギのように，地

質時代に繁栄したものが，島々へ渡来後，島喚

の形成によって地理的に隔離され，その子孫が

遣存種として多く生存している。またこの列島

には日本本土に分布しなくて，ここのみに分布

する固有種が多い。それらは特に生物分布境界

線が走るトカラ海峡以南に特有である。またこ

の現生動物相の他に，この海峡以南に発達する

琉球石灰岩の裂か（フィッシャー）や洞穴堆積

物には，新第三紀型の古型鹿類の他，ネズミ類，

イノシシ，カメ類などを多産する。堆積物の放

射年代は約22000年Ｂ､Ｐ.～約18000年Ｂ､P､を

示し，これらの化石動物群がウルム氷期のもの

であることを示している。鹿類化石には２種類

あるが，いずれも中国大陸北部の新第三紀鮮新

世の地層に多産する種にすこぶる近縁である。

これらの鹿は，琉球石灰岩堆積前の陸化・侵食

期（約１５０万年前）に大陸から渡来し，南琉球

を経て奄美群島まで及んだが，当時既に形成さ

れていたトカラ海峡（渡瀬線）のため，それ以

上北上しなかったものと考えられる。

以上に概説した日本各地の陸棲脊椎動物化石

群は地質時代における日本列島の大陸との陸繋

と島喚化という古地理的変遷につれて，それぞ

れの時期に中国大陸からか，あるいはインド・

ビルマを含む東南アジアから渡来したものであ

る。現在，日本列島のみならず，中国，インド，

ジャワでは新生代脊椎動物化石群についての精

力的な研究がなされているほか，その包含層の

放射年代と古地磁気層序学についてのデーター

がさかんに発表されている。従って，極めて近

い将来，これら各地の化石動物相と地層の対比

や移動の問題について，高い精度での議論が出

来るようになるであろう。
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〔第４２回研究会発表要旨〕

多民族社会の位相

一ビルマ近況報告一

「民族」とは何か，Ethnicldentityとは何

かというテーマは文化人類学の重要な問題であ

りながら実はその定義と内容が余りはっきりし

ていない。それはひとつには「主観」が「民族」

の意識にかかわっているからである。二年近く

のビルマ滞在において接した多民族世界の実相

はEthnicldentityの再考を促した。それはま

た民族の境界を固定的にとらえた上に成立する

民族間の「似ている」的着想から，多民族を総

体的にとらえる「そんなのもいる」的認識への

転換を意味した。ビルマ多民族世界の実態は多

彩な模様となって文化の諸相を形造っている。

連邦記念日の盛大な各種催しと提示される政治

目標は民族の団結を第一に唱い，少数民族の名

前がついた州の存在は政府の少数民族に対する

配慮をうかがわせ,また祝祭日の中にKaren族

新年，回教祭，Hindu灯祭が含まれていること

はその実態を明示している。ところがこれらに

うかがわれる民族区分と文化的実相は必ずしも

一致しない。少数民族の間にもノz伽yQgyj（大

きな民族）／"州州gＥ（小さな民族）の識別があ

る。即ち並列的で固定的な民族区分では，多民

族にわたる文化の広汎性やその間の力関係を見

逃してしまうことになりかねないのである。

Ethnicldentityをたどるひとつの端緒は彼等

の「他民族一よそもの」観に見える。加伽と

呼ばれる混血のカテゴリーは，西洋人，中国人，

インド人との通婚による子に該当し，Ｓｈａｎ族，

Karen族等との場合は「．．……の血が含まれて

いる」と表現される。つまり「他民族」といっ

ても均質的なものではないのである。

別の手掛かりは，ビルマの精霊（Ｎat）信仰

の構造に見られる。ビルマでは単独の洞もさる

ことながら，MtPopa，Rangoon，Pagan等の

高谷紀夫（教養）

各地で複数の精霊像を祁る洞堂に出会う。そし

てこれらの精霊起源伝説には民族間の文化交流

がモチーフとして示唆的に含まれている。たと

えばビルマ最大の精霊祭礼Taungbyonの主人

公は父がインド（あるいはアラブ）系の二人の

兄弟である｡Shan族との接触，交流はＫｏＭｙｏ

Ｓｈｉｎ伝説に示されている。また家の守護霊とし

て祁られるMinMahaGiriの伝説はTagaung

王国がその主舞台であるが，彼が超自然的能力

を持つ鍛冶屋であることと彼と妹の霊が宿った

木がIrrawaddylllに流されてPaganに到着す

るモチーフは，他民族と連関する文化の交流を

暗示している。そしてこれらの伝説にはその他

にもいくつかの構造的analogyが見られる。ビ

ルマでポピュラーな精霊がその地域性，民族性

を越えて重複していることは，精霊信仰の性格

と体系化の背景を示唆すると同時に，各民族の

個別的なEthnicldentityとは別に，もうひと

つ広汎で総体的なIdentityがその背景に関与し

ていることを示すのではないだろうか。換言す

れば他民族に対する柔軟性のあるとらえ方がそ

こに介在しているように思われるのである。

過去に多くの民族が接触と交流を繰り返して

きた。それは「よそもの」との同化と抗争の歴

史でもあった。そして加伽の出自である「よ

そもの」は，伝統的な「そんなのもいる」的

｢よそもの」識別の境界を越えるものとして流

入してきたともいえるのである。概念の多極化

と錯綜がそこに起きた。文化の多様性は，単に

諸民族の併存を前提とするのではなく，民俗概

念としての「民族」の動態をたどることをその

考察の一端としなければならないのである。
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〔第43回研究会発表要旨〕

外洋に出現する仔稚魚

沿岸域の外側である広大な外洋に出現する仔

稚魚は沿岸性のものと質量ともに相違する。優

占種は中層域のヨコエソ科やハダカイワシ科な

どの仔稚魚であり，それらの初期形態発育の研

究により外洋に出現する仔稚魚の90％が種のレ

ベルで同定可能である。その知見をもとになさ

れた研究の中で以下の３件を報告した。

１．北西太平洋域における仔稚魚の時空間的分

布を以下に示す。鹿児島の南方からニューギニ

アにかけて採集された仔稚魚の種組成等を比較

すると表層水塊に対応した仔稚魚相がほぼ周年

にわたって見出された。即ち，’0.Ｎ以南の赤道

流域では沿岸性や外洋表層性の仔稚魚が特徴的

であり，10.Ｎ～20°Ｎの低生産域では仔稚魚量

が少なくハダカイワシ科仔稚魚が特徴となり，

20.Ｎ以北の亜熱帯域では多量の仔稚魚が出現

しかつヨコエソ科のヤベウキエソが最優占種で

あった。

２．東部インド洋で仔稚魚組成の分析と，マグ

ロ延縄で漁獲される大型魚として中層魚ミズウ

オと表層魚キハダの胃内容物分析を行った。そ

小沢貴和（水産）

れらの結果をもとに，外洋表層で生産されたエ

ネルギー物質は大型動物プランクトンと中型魚

類の日周期垂直移動により中層域に取り込まれ

保存されるのが外洋域の捕食連鎖構造であり，

中層域の豊富なエネルギーを求めて表層魚であ

るマグロ類は逆垂直移動により中層域の生物を

捕食することを示した（図参照)。

３．ダルマガレイ科は幼期にのみ出現する外洋

域の１時的表層魚の代表であり，大きく成長し

長期の浮遊期を送る。北西太平洋で幅広く採集

された約4,000個体はlO属24種に識別された。

それらの水平的分布を初期仔魚と拡散期仔魚に

おいて比較した結果，３タイプの分布域が認め

られた：陸棚域に生息するタイプ（代表種トサ

ダルマガレイ）；大陸島と赤道流域島に分布す

るタイプ（同ダルマガレイ）；前タイプの分布

域に加えて外洋島にも生息するタイプ（同コウ

ベダルマガレイ)｡又，第１タイプの拡散域が第

２タイプの分布域に拡がっている事実は，ダル

マガレイ科幼期に無効拡散することを示唆して

いる。

植物ﾌﾟランクトン 一う 小型動物プランクトン

マグロ類

外洋域におけるエネルギー転移の模式図
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〔第44回研究会発表要旨〕

腔腸動物の生活史，および形態形成に

かかわる環境条件

腔腸動物は一般に，ヒドラ，クラケ，サンゴ，

イソギンチャクなどに代表される無脊椎動物群

である。この動物群の生活様式はきわめて複雑

で，多様性に富んでいる。基本的には浮遊性の

プランクトン生活と固着'性のベントス生活の２

様式であるが，それらの組み合わせにより生活

史には種によっては終生プランクトンのクラケ

型（medusatype)，幼生の一時期のみに浮遊

生活を行ない，あとは終生固着生活を行なうポ

リフ．型（polyptype)，また，生活史の中で世

代の交代ごとにポリプとクラケの両方の生活様

式を交互に行なうポリープ＋クラケ型（alternation

ofgeneration）があり，更にそれぞれの単体型，

群体型，分業型や退化型など様々なバリエーシ

ョンも見られる。

生活史のタイプを簡単に示すと，次のように

なる。（）内は生活様式である。

（１）ポリプ型（固着生活型）：

ポリプ→プラヌラ幼生（浮遊)→ポリフ°（固

着）

(2)クラケ型（浮遊生活型）：

クラケ→(浮遊)→プラヌラ幼生（浮遊）→ク

ラケ（浮遊）

(3)ポリフ．＋クラケ型（世代交代型）：

成体クラケ（浮遊）→プラヌラ幼生（浮遊）

→ポリプ（固着）→幼体クラケ（浮遊）→成

体クラケ（浮遊）

（１）では直接ポリプより，またはポリプの群体

の生殖巣（子嚢）より放出されたプラヌラから

ポリプヘの変態，(2)では成体クラケより，放卵・

放出されたプラヌラからクラケヘの変態，(3)で

はプラヌラからポリプに変態し，ポリプからク

ラケに変態し，さらにクラケの幼体から成体ま

での変態も見られ，生活史の複雑さをうかがい

知ることが出来る。

これらの生活史の中で生息環境条件が変化す

ることにより，しばしばポリプ型クラケやクラ

柿沼好子（理）

ケ型ポリプの出現，あるいはポリプ＋クラケ型

生活史のクラケ型生活史への転換，形態の変更

や可逆性，クラケの異常発生が起こる。

卵発生，幼生の変態，ポリプの成長，群体形

成．成熟，クラケ芽形成，クラケ遊出，老化な

どの一連の生活現象のなかで，それぞれの種が

生活生存するための生活史の完成には，それぞ

れの種の内的環境である各発生段階の分化能力

の出現と，外的環境である分化への刺戟が必要

である。光や温度など物理的環境条件の変化に

より，発生の制御機構に著しい影響が見られ，

器官分化，形態形成の促進や抑制などが起こる。

また，ロダンソーダやシアンカリ等を与え，化

学的環境条件を変えると，種の特性として考え

られている触手の発現形質や，ポリプ形成時の

極性の転換などが起こる。これらより腔腸動物

群の形態形成能力出現の内的環境条件と形態形

成を完了する外的環境条件の深いかかわり合い

が示唆される。

殊に底生生活を行なう種では，幼生の基質へ

の付着が個体としての器官分化を促進し，形態

形成を完了する。このことより生活史の完成に

幼生の付着に関する底質環境条件が重要である

と考えられる。殊に共生種では着生の底質環境

に選択性をもち，形態形成や生活生存のために

他の種類の動物及び植物の特異的生物環境を必

要とする。このような共生種では，両種間にお

ける卵発生から老化に至るまでの様々な発生段

階において，相互に依存し合う極めて緊密な相

互関係が見られ，その種の生息場所における生

息環境のみならず，宿主の年令や生理的状態の

変化によってポリプやクラケ芽の形態形成が制

御されるもの，また，さらに，宿主からの種特

異的生体生理活性物質や生体代謝分泌物などに

優占的に繁殖する微小生物群集とそれらの遷移

的変遷によって形態形成が二次的に著しく制御

されるものがある。
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〔第45回研究会発表要旨〕

シンポジウム「南方漁業の未来像」

I南方漁業の資源動態

1）カツオ漁業の現状と問題点

肥後道隆（鹿水試）

南方カツオ漁業は，西経150度以西の太平洋

を漁場に，竿釣・まき網が各々10万トンずつ漁

獲し，資源状態もほぼ安定している。しかし，

漁業の社会環境は，魚価の低落，燃料費の高騰

等で，竿釣は低迷，まき網は発展，が現況であ

る。漁業の経営安定方策として資源量に対する

適正努力量，需給のバランス等，社会的な問題

点も多く抱えている。これらを整理しながらカ

ツオ漁業の将来像を画こう。

２）南方海域におけるマグロ資源

鈴木治郎（遠洋研）

南方海域で最も重要なマグロ資源はキハダで，

他にはメバチやビンナガがわずかに漁獲される

にすぎない。当海域のキハダの漁獲は大型魚を

漁獲するはえ縄漁業が主体であったが，近年小

型魚を対象とするまき網漁業の漁獲が増加し，

資源の開発が進んでいる。当海域のキハダ資源

評価の信頼性を増す為には，漁獲統計と生物学

的知見の蓄積が必要であり，資源的に余裕のあ

るカツオと開発の進んだキハダの漁獲調整も重

要な課題である。

３）カツオ・マグロ資源の国際管理
米盛保（遠洋研）

第二次世界大戦後，世界のカツオ・マグロ資

源は日本を中心とする一部先進国により独占的

に開発された。その後，この漁業への直接参加

または潜在的に関心を持つ国の増加に伴なって，

カツオ・マグロの調査研究，統計収集，資源保

１９８５年１０月８日

存などを目的とした多くの地域的な国際機関が

設立され，このような高度回遊性魚種の国際管

理が始まった。一方，1970年代後半に始まった

沿岸国の２００浬水域設定により．カツオ・マグ

ロ類も沿岸国の管轄権を強くうけることになり，

漁業の管理方式も変貌しつつある。

11南方漁業の社会的評価

１）国連海洋法成立の経緯とその
意義

高林秀雄（九大法学部）

２００カイリ制度は定着したが，２００カイリの

内外を問わず，広大な海域を回遊するカツオ・

マグロ類については，その回遊範囲を全体的に

管理する国際漁業機関の権限と，２００カイリ水

域内における沿岸国の権限との関係が重要であ

る。こうした高度回遊性魚種の管理について，

国連海洋法条約の審議経過とその問題点を論ず

る。

２）南方漁業における国際協力
松田恵明（鹿大水産学部）

南方海域における島喚国との漁業に関する国

際協力は二国間あるいは多国間で，特恵制度，

資源調査，合弁事業，低利融資，無償援助，技

術・教育援助等の形でなされて来ている。日本

に対する期待は非常に大きいが，場あたり的な

漁業協力は限界に来ている。そのため，共存共

栄のための国際協力とは何かが模索され始めて

いる。対立ではなく協力，コントロールではな

く自治，目先きの利益より長期的展望のある投

資の重要性が認識されつつある。



3)島嶼 漁業の現状 と問題点

岩 切 成 郎(鹿 大水産学部)

小規模な国民経済のなかで,各 島嶼国の漁業

が産業ない し生業 として占め る,地 位や役割に

つ いて観察するのが 目的である。外貨獲得 ・雇

用拡大 ・食糧 自給な ど外部か らの視点 と,慣

習法的漁場規制 ・共同体的労働形態など内部の

条件を分析する。伝統的資源維持 と漁獲努力の

関係,生 産の発展 と国内 ・外市場の限界との関

係 などが今後の課題である。

センター研究会 ・活動報告

1985年7月 か ら1986年1月 までの南海研セン

ターの定例研究会およびシンポジウムは以下の

通 りであった。

■第43回(1985年7月22日)

「外洋に出現する仔稚魚」

小沢貴和氏(水 産)

■第44回(1985年9月30日)

「腔腸動物の生活史
,お よび形態形成にかか

わる環境条件」

柿沼好子氏(理)

■第45回(1985年10月8日)

「南方漁業の未来像」 と題す るシンポジウム

が水産学部16号 教室で開催 された。演題は以下

の通 りであったが,諸 発表の後,総 合討論があ

り,活 発に意見が交換された。

I.南 方漁業の資源動態

カツオ漁業の現状 と問題点

肥後道隆氏(鹿 水試)

南方海域におけるマグロ資源

鈴木治郎氏(遠 洋研)

カツオ・マ グロ資源の国際管理

米盛 保氏(遠 洋研)

II.南 方漁業の社会的評価

国連海洋法成立の経緯 とその意義

南海研 だ よ りNo.15(21)

高林秀雄氏(九 大法学部)

南方漁業における国際協力

松田恵明氏(鹿 大水産学部)

島嶼漁業の現状 と問題点

岩切成郎氏(鹿 大水産学部)

■第46回(1985年12月16日)

「マダガスカルの稲作について」

中釜明紀氏(農)

■第47回(1986年1月27日)

「フィリピンの中等水産技術教育事情」

野呂忠秀氏(水 産)

南 海 研 セ ン タ ー の 出 版 物

(1985年7月 ～1986年1月)

■ 『南海研紀要』6巻1号

本号には以下の論文が掲載 されている。

永浜伴紀 ・藤本滋生 ・菅沼俊彦:ヤ ムイモ,タ

ロイモ,お よびキャッサバの澱粉について

Akio SHINAGAWA, Teruo  HIGASHI and Tadao 

   C.  KATAYAMA  : Back Soils, Coastal Sands, 

   and Marine Sediments of Nagura Bay 

   in Comparison with Those of Kabira 

   Bay, Ishigaki Island, Okinawa Prefecture 

Teruo  HIGASHI, Tadao C. KATAYAMA and 

   Akio  SHINAGAWA  : Land Development 

   Works and Soil Erosion in Okinawa 

   Prefecture 

Tadao C. KATAYAMA, Akio SHINAGAWA and 

   Teruo  HIGASHI  : Agricultural Environ-

   ment of the Back Land of Nagura Bay, 

   Okinawa Prefecture 

Shin-ichi TESHIMA, Akio KANAZAWA, and 

   Yoshihiro  UCHIYAMA  : Effects of Dietary 

   Protein, Lipid, and Digestible Carbohy-

   drate Levels on the Weight Gain, Feed 

   Conversion Efficiency,  and Protein  Effi-

   ciency Ratio of Tilapia nilotica 

Takahiko OGATA, Noritomo KAWAJI, Kazuharu
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MINE and Miyoko  YAMAMOTO  : Human 

Skeletal Remains from the Teauma 

Site, Marakei Island, Gilbert Islands, 

Republic of Kiribati

新田栄治:バ ン＝マイ村の土器作 りと東南アジ

アの叩き技法― タイ ・スリン県 ・ムアン

郡 ・バン＝マイでの例から

崎村弘文:奄 美大島中部方言のア クセン ト体系・

再考

Akira NAGATOMI and Keiko  TAWAKI  : Nemo-

   mydas, New to the Oriental Region (Dip-

   tera, Mydidae) 

Kanetosi  KUSIGEMATI  : Mesochorinae of 

   Formosa  (Hymenoptera  : Ichneumonidae) 

Seiki YAMANE, Yutaka HARADA and  Masami 

 YANO  : Ant Fauna of Tanegashima 

   Island, the Northern  Ryukyus (Hymeno-

   ptera, Formicidae)

■ 『南海研 紀要』6巻2号

本号所 載の論文 は以下 の とお りであ る。

Yasuhiro TAJIMA: Marketing in Papua New

Guinea

寺 田 勇文:聖 霊 との 〈交 流〉― フ ィ リピンに

おけ る民衆 カ トリシ ズム と愚霊―

Akira  NAGATOMI  : A New Ptiolina from Nepal 

   (Diptera, Rhagionidae) 

Kanetosi  KUSIGEMATI  : Three New Species 

   of Retalia Seyrig from Formosa and 

   Japan  (Hymenoptera  : Ichneumonidae) 

Elof Machten KATIANDAGHO and Takehiko

 IMAI  : Fundamental Studies on the Fishing 

   Efficiency of Purse Seine 

Masaki YAHIRO, Norihiko YASUHIRO and 

   Shigeru  HIRA  : Effects of Various Day-

   length-Treatments on the Growth of 

   Shoots and the Dormancy of Lateral 

   Buds in Mulberry 

 ^Occasional Papers  No.  4 

   Shozo HAYASAKA ed. Marine Ecological 

Studies on the Habitat of Nautilus  Pom-

pilius in the Environs of Viti Levu, Fiji.

これは南海研センターの兼務教官である理学

部早坂祥三教授 を研究代表者 として行なわれた

フィジーのオウムガイの生態に関する文部省海

外学術調査 をまとめたもので,全 編10編 の論文

からなる。このフィジーにおける調査 も本研究

センターの 「オセアニア海域における水陸総合

学術調査」を契機の一つ としてお り,そ の報告

書 を本研究センターの出版物に数 えることがで

きた意義は深い。B5版,96頁 。

 ^Occasional Papers  No.  5 

 Shin-ichi TERASHI ed. Scientific Survey 

of the South Pacific,  1981-1983: Fiji, Solomon 

Islands and Papua New Guinea.

これは表題か らもわかるとお り,南 海研セン

ターが1981年 から1983年 にかけて3回 実施 した

「オセアニア海域における水陸総合学術調査」

第1期3か 年の成果をまとめたもので,23編 の

充実 した論文か らな り,そ の関係する分野は多

岐にわたる。B5版,243頁 。
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